
令和２年度第３回富秋中学校区等まちづくり検討会議  
日 時：令和２年 10月 20日（火）19：00～ 

会 場：和泉市立人権文化センター１階 大会議室  
次   第  

１．開会 
２．委員の変更について 
３．今後の進め方について 
（１）委託事業者の紹介 
（２）まちづくり構想事業化に向けた体制について 
（３）当面の進め方とスケジュールについて 
４．規約の変更について 
５．その他 

６．閉会  
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委託事業者 一覧  
会社名 主な担当等 

株式会社市浦ハウジング＆プランニング大阪支店 代表企業として業務全般に係る統括 
市営住宅及び多世代交流拠点施設の基本計画 

株式会社 坂倉建築研究所 大阪事務所 施設一体型義務教育学校（小中一貫校）の基本

計画 
株式会社 地域経済研究所 民間活力導入の検討 
株式会社 ヘッズ  都市公園整備の基本計画   





 ま ち づ く り 構 想 事 業 化 （ 基 本 計 画 づ く り ） に 向 け た 体 制 に つ い て  
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■概要 

令和元年度に、検討会議で「まちづくり構想（地域案）」をとりまとめ 

その後、市で「和泉市富秋中学校区等まちづくり構想」をとりまとめ 

＜主な内容＞  

① 整備コンセプト 

…敷地や周辺状況をふまえ、将来のまちづくりを見据えたコンセプトメッセージ 

② 建物の配置や空間イメージ 

…大きな敷地のゾーニングや施設規模や配置、平面・立面の計画、空間イメージなど。

市営住宅は住戸プランも例示。施設の利用や運営の仕方なども考慮した計画へ。 

③ 事業費（概算） 

＜留意事項＞ 

・事業実施にあたっては、民間事業者のノウハウを最大限生かすため、ＰＦＩ

という手法で、事業者の提案を求めることを目指しています。 

そのため、提示する建物の配置やプランなどは、あくまで一例となり、最終

決定したものにはなりません。 

参考：「基本計画」とは 

検討会議 …住民、地域の団体等の代表者 

・構想の管理、プロジェクトの調整・

決定、情報発信など 

・選任された委員（＝地域の代表者）

で構成。 

役員会 …委員のうち数名 

・役員・部会長により構成。 

プロジェクト委員会/専門部会 

・施設プロジェクトの検討にあたり、プロ

ジェクト委員会を設置（専門部会に相当） 

・委員以外も参加可（事前参加意向のある方） 

・市営住宅・多世代交流拠点など、施設ご

とに順次設置。施設プロジェクトについ

て意見交換 

（仮称）富まちミーティング 

・プロジェクトの内容を共有した

り、自由に意見を言える場 

・誰でも参加可能※ 

※一部のテーマは、メンバーを

限定する場合もあり（例：市

営住宅） 
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市
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■検討体制 

令和４年１月までに、整備予定施設の基本計画※、民間活力導入や跡地活

用の可能性、最適な事業手法を検討し、和泉市が基本計画を策定予定 

※市営住宅、多世代交流拠点施設、公園、学校（今後合意形成が図れた場

合）の４つの施設 

検討にあたっては、検討会議やプロジェクト委員会、ワークショップ等で

意見交換をしながら進めます（アンケートも実施予定） 

■構想の実現に向けて（「和泉市富秋中学校区等まちづくり構想」より） 





                  

市営住宅 多世代交流拠点 公園 学校 検討会議など 

11 月 ５ 日 （ 木 ）（ 予 定 ）  

建替方針等の情報共有とざっくばら

んな意見交換（つぶやき拾い）を行う 

「 情 報 提 供 会 」（ 市 主 催 ） 
⇒参加者は市営住宅団地入居者 

11 月 下 旬 ～ 12 月 上 旬  

市営住宅の大まかな方針につい

て意見交換する 

「 市 営 住 宅 Ｐ Ｊ 委 員 会 ① 」  

⇒参加者は検討会議委員（入居

者）＋団地協議会メンバー等 

12 月 下 旬 頃  

「 市 営 住 宅 Ｐ Ｊ 委 員 会 ② 」  

１ 月 中 旬  

「 市 営 住 宅 Ｐ Ｊ 委 員 会 ③ 」  

※一旦まとめ 

１ 月 下 旬 以 降  

「 富 ま ち ミ ー テ ィ ン グ 」

で “入 居 者 説 明 ” 

（建替対象の団地入居者向け） 

併 設 す る 市 営 住 宅 の 配 置 計 画

に 左 右 さ れ る た め 、市 営 住 宅 の

検 討 が あ る 程 度 進 ん だ 段 階 か

ら ス タ ー ト  

12 月 下 旬 ～ １ 月 上 旬  

「 多 世 代 交 流 拠 点  

Ｐ Ｊ 委 員 会 ① 」  

⇒参加者は福祉・子育て関係メンバー 

１ 月 ～  

施 設 イ メ ー ジ や 活 動 内 容 、  

使 い 方 な ど を  

「 富 ま ち ミ ー テ ィ ン グ 」  

で 意 見 交 換  

（ 参 加 自 由 ／ ３ 回 程 度 ）  

旭 公 園 の 移 設 は 、所 定 の 手 続

き が 必 要 と な る た め 、当 面 は

行 政 内 で の 検 討  

「 ミ ラ イ の 学 校 を 創 る プ ロ ジ

ェ ク ト 」で の 議 論 の 内 容 を ふ ま

え て 今 後 検 討  

民 間 導 入 可 能 性 や 跡 地 活 用 な

ど の プ レ 調 査（ 本 格 調 査 は 令 和

３ 年 度 ） を 実 施  

機 運 が 高 ま れ ば  

「 適 正 就 学 対 策 審 議 会 」  

に て 小 中 一 貫 校 を 議 論  

１ 月 中 下 旬 頃  

検 討 会 議 （ 中 間 報 告 ）  

当 面 の 進 め 方 と ス ケ ジ ュ ー ル  

12 月 ～  

公 園 の 空 間 イ メ ー ジ や 利 用 イ

メ ー ジ な ど を 、  

「 富 ま ち ミ ー テ ィ ン グ 」  

で 意 見 交 換  

（ 参 加 自 由 ／ ３ 回 程 度 ）  

そ の 後 は 入 居 者 ア ン ケ ー ト 等

も 実 施 予 定  

＊ 店 舗 ・ 作 業 所 に つ い て は 市 が 別 途 、 店 舗 利 用 者 と 協 議 の 場 を 設 け て 検 討 を 行 い ま す 。  
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富秋中学校区等まちづくり検討会議 規約（変更案）  
（名称） 

第１条 この会議は、富秋中学校区等まちづくり検討会議（以下「検討会議」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 検討会議は、富秋中学校区等において、地域住民が行政をはじめとした関係機関との意
見交換・連携等を図りながら、公民協働により、今後のまちづくりの道しるべとなる富秋中学

校区等まちづくり構想案（以下「構想案」という。）の策定をはじめ、将来にわたって住み続け

たくなる魅力あるまちづくりを推進するための活動を行うことを目的とする。 

（活動内容） 

第３条  検討会議の活動内容は、次のとおりとする。 

(1)構想案の策定及び和泉市への提案に関すること。 

(2)構想案の策定後のまちづくりに関すること。 

(3)前２号に掲げるもののほか、目的を達成するために検討会議が必要と認める事項 

（対象区域） 

第４条  検討会議の活動の対象区域（以下「対象区域」という。）は、次のとおりとする。 

(1)富秋中学校区 

(2)別表の施設が立地している区域 

（委員） 

第５条 検討会議は、対象区域に在住する者等の代表者として、次に掲げる者(以下「委員」とい

う。)により構成する。 

(1)対象区域の校区会長又は校区会長から推薦された町会・自治会役員 

(2)PTAその他児童･生徒の保護者 

(3)対象区域内で公共的･公益的な活動を行う者 

(4)前３号に掲げるもののほか、会長が認めた者 

 (役員) 

第６条 検討会議に次の役員を置く。 

(1) 会長 １名 

(2) 副会長 ２名 

(3) 幹事 数名 

(4) 事務局長 １名 

２ 会長は、委員の互選により選任する。 

３ 副会長、幹事及び事務局長は、会長が指名し、委員の同意を得て選任する。 

４ 会長は、検討会議を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長が不在のときは、その職務を代行する。 

６ 幹事は、会長の求めに応じて特定の検討事項に関して審議・執行するものとする。 

７ 事務局長は、検討会議の事務を行う。 

８ 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げないものとし、後任者が選任されるま
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での間は前任者が引き続きその職務を行うものとする。 

(検討会議の運営) 

第７条 検討会議は、会長が招集する。 

２ 会長は、必要に応じ、検討会議に委員以外の者を出席させることができる。 

３ 会長は、必要に応じ、役員による役員会を招集することができる。 

(意見集約) 

第８条 検討会議は、ワークショップやアンケートの実施等により、地域住民等の意見の集
約に努めるものとする。 

(専門部会等) 

第９条 検討会議は、特定の検討事項に関する必要な協議を行うため、専門部会（プロジェ
クト委員会）（以下「専門部会等」という。）を置くことができる。 

２ 専門部会の部会長（プロジェクト委員会の座長）（以下「部会長等」という。）は、役員
の中から会長が指名し、専門部会等の同意を得て選任する。 

３ 専門部会等は、次に掲げる者（以下「専門委員等」という。）により構成する。 

(1)委員の中から選出された者 

(2)地域住民又は市内公募による応募者の中から部会長等が選任する者 

４ 部会長等は、必要に応じ、専門委員等以外の者を専門部会等に出席させることができる。 

５ 部会長等は、会議の進行を妨害するなどの行為があった場合、会議の秩序を乱す者に対
し必要と認めるときは、退場を命ずることができる。 

(会長への委任) 

第１０条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は、会長が定める。 

    附 則 

この規約は、平成 30年２月 10日から施行する。 

この規約は、令和２年●月●日に改定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表（第４条関係） 

 

施設類型・施設名 
消防署北分署 
幸小学校 
池上小学校 
富秋中学校 
池上住宅 
丸笠団地 
伯太団地 
和泉第一団地 
幸第二団地 
王子第一団地 
王子第二団地 
旭第一団地 
幸団地 
旭第二団地 
永尾団地 
山手団地 
にじのとしょかん 
池上曽根弥生情報館 
市民文化ホール 
青少年センター 
人権文化センター 
王子町分館 
幸分館 
北部総合福祉会館 
池上老人集会所 
小栗の湯 
旧老人デイサービスセンター 
和泉診療所 
信太山駅前自転車等駐車場 
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発 ⾏ ： 令 和 ２ 年 1 0 ⽉ ● ⽇  ／  富 秋 中 学 校 区 等 ま ち づ く り 検 討 会 議 

富秋中学校区等 

▶ ▶ ニ ュ ー ス レ タ ー ▶ ▶ ９ 
まちづくり 

検 討 会 議 

第 

号 

市営住宅の建替えに関する情報提供会 
を開催します！ 

NEWS 

問合せ 
・ 

連絡先 

和 泉 市 都 市 デ ザ イ ン 部 建 築 住 宅 室 市 営 住 宅 グ ル ー プ  

【 メ ー ル 】 jusei@city.osaka-izumi.lg.jp 【 電 話 】 0725-99-8190 

和 泉 市 で は 、令 和 ２ 年 ３ 月 に 策 定 し た「 和 泉 市 富 秋 中 学 校 区 等 ま ちづく

り 構 想 」 に 基 づ き 、 今 後 、 当 地 区 の 市 営 住 宅 の 建 替 え の 検 討 を 始 め ま す 。 

建 替 え に あ た っ て は 団 地 協 議 会 や 入 居 者 の み な さ ん の 声 も 聞 き な が ら

検 討 を 行 う こ と と な り ま す 。  

今 回 、和 泉 市 主 催 の も と 、建 替 え の 方 針 と 今 後 のスケジュール、検 討 の

進 め 方 などに関 する情 報 提 供 と、意 見 交 換 を 行う場 を 設 け ま す の で 、ぜ ひ

ご 参 加 く だ さ い 。  

11 月５日（木）19 時～ 

ゆう・ゆうプラザ（人権文化
センター）１ Ｆ 大 会 議 室 
（ 伯 太 町 六 丁 目 １ 番 2 0 号 ） 

参加資格：市営住宅の 
団地入居者 

（店舗・作業所含む） 
申  込：不要 

※ただし先着 50 名まで（感染症対策） 

「 和 泉 市 富 秋 中 学 校 区 等 ま ち づ
く り 構 想 」 は 、 上 の お 問 合 せ 先

に ご 連 絡 い た だ く か 、 こ の Ｑ Ｒ

コ ー ド を 読 み 取 り ダ ウ ン ロ ー ド

す れ ば ご 覧 い た だ け ま す  

日時・場所 参加できる方・申込方法 

建替対象団地 
 丸 笠 ｜ 伯 太 ｜ 和 泉 第 一 ｜ 幸 ｜  

 幸 第 二 （ 41-43/49-50） ｜ 旭 第 一 ｜  

 旭 第 二 （ 6-11） ｜ 王 子 第 一 ｜ 王 子 第 二 （ 5） 





 

 

和泉市では、富秋中学校区等において、地域で策定された「まちづくり構想（地域

案）」を尊重しつつ、学校や市営住宅等の公共施設の再編及び生じた跡地の活用によ

り、公共施設の最適配置の実現を図るとともに、人口減少・少子高齢化などの地域

課題を解決し持続可能なまちづくりの取り組みを行います。  

和泉市富秋中学校区等まちづくり構想の概要  

まちづくりの基本的考え方  

多世代交流の促進に

よるコミュニティを

育むまちづくり  

若者・子育て世帯の定

住が叶うまちづくり 

安全・安心・快適な

生活環境づくり  

訪れたくなる魅力

あるまちづくり  

富秋中学校区等の公共施設の再編方針  

基本方針  

公共施設の再編後の跡地利用に関する方針  

①まちに必要な機能の誘導  

②資産の有効活用方法  

③民間誘導のための条件整備  

地域・行政などで対話を行いながら、具体的な「まちに必要な機能」の導入を検討していきます。

特に、子育て支援や定住促進、コミュニティの持続、地域活性化、地域防災機能を強化します。 

公共施設の再編に伴い生じる跡地について、魅力あるまちづくりを推進するため公募方式で貸

付・売却を行います。 

事業者の意見も取り入れながら、民間施設の誘導を図り、地域の活性化につなげていきます。 

必要に応じて、都市計画の変更（例：用途地域の変更）を地域とも協議の上進めていきます。 

①安全・安心の確保  

②コンパクトなまちづくりの推進  

③施設の複合化・多機能化の推進  

④民間活力活用の推進  

安全性に課題がある施設の建替え、ユニバーサルデザインの導入、防災機能の確保を行います。 

公共施設の再編や民間施設を計画的に誘導し、集積・強化を図ることで利便性の向上を図ります。 

多種・多様な市民ニーズに対応できるよう施設機能の集約化や異なる機能の複合化、多機能化を

図ります。施設に必要な機能は、地域特性や市民ニーズを考慮して決定します。 

民間事業者の資金やノウハウを活用し、効果的・効率的にまちに必要な機能の整備を進めます。 

⑤市民や地域との連携による施設の整備・運営  

施設の整備・運営等について企画段階から、市民や地域の参画の機会を確保します。 

構想の計画期間  

本構想は、公共施設の再編期間を考慮し、令和２年度から令和 26 年度までの 25

年間を計画期間とします。  

対 象 の 区 域  

構想の実現に向けて  

富秋中学校区（池上小学校区及び幸小学校区）及び隣接校区の一部（市民文化ホ

ール、人権文化センター、伯太団地、王子第一団地・王子第二団地、王子町分館） まちづくりの方向性  

和泉市富秋中学校区等まちづくり構想をご覧になりたい方はこちら 

和泉市  市長公室  政策企画室  資産マネジメント担当  問 合 先  

0725－ 41－ 1551（代表）｜ 0725－ 99－ 8208（直通）  電 話  

0725－ 45－ 9352 Ｆ Ａ Ｘ  fm@city.osaka-izumi . lg . jp MAIL 

和泉市  

まちづくり検討会議（地域の代表者）  

プロジェクト委員会（（仮称）まちづくりパートナーズ） 

事業者・各種法人  

住民・来街者  

＜基本的な役割＞ 

・公共施設の整備（ハード）・
運営・規則の制定等 

・地域での協議・検討・活動等
への支援 

・民間施設・サービスの誘導等 

＜基本的な役割＞ 

・構想（地域案）の管理 

・各プロジェクトの調整・決定 

・まちづくり情報の発信 

＜主な役割＞ 

・活動・取組みの検討 

・主体としての活動・取組みの実施・参加（ソフト） 

＜基本的な役割＞ 

・活動・取組みへの参加 

＜基本的な役割＞ 

・民間施設の整備・運営（ハード・ソフト） 
・まちの活動・取組みへの参加・貢献 

協議・検討 

活動等への支援 

施設・サービスの誘導 
活動・取組への参加 

発 行：和泉市 

発行日：令和２年（2020年）３月 



 

 

0年目 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11～25年目 概
算
事
業
費 

（
単
位
：
百
万
円
） 

西暦年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030～2044 

和暦年度 R元 R２ R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R12～R26 

学校         

 

   5，360

市営住宅 

建替対象 

団地： 

和泉第一/ 

丸笠/幸/幸

第二/王子

第一/王子

第二（ 11 、

12 棟除く）/

旭第一/旭

第二/伯太/ 

 

 

都市公園 

   

 

  

 

 

 

   

市営住宅 

（R11 まで）

第一期 

3,502

第二期 

5,768

第三期 

2,065

除却工事等

3,460

既存住宅 

改修工事 

168

計 14,963

公園 

 220

 

その他 

委託費 

 98

 

市営住宅
（R12以降） 

除却工事 

1,078

既存住宅 

改修工事 

35

移転費 

46

計 1,159

多世代交流

拠点施設 
            

 

2,045

市民文化ホール             

人権文化センター             

幸分館         
 

   

王子町分館             

青少年センター             

その他の 

公共施設 

            

和泉診療
所除却 

64

北部総合
福祉会館 

937

            合計  24,846 
 

公共施設再編に係る事業スケジュール  地区整備計画（イメージ）  

2029 年度末頃 

2044 年度末頃 

※このスケジュールについては現時点で想定できる最短のものであり、地域との協議の状況等により、変更になる可能性があります。 ※これはイメージです。 
※図中の「跡地活用」は、市有地の活用エリアを示したものです。着色部に民地が含まれる場合もありますが、民地買取を行うものではありません。 王子町会へ土地返還 

除却 廃止 跡地活用へ 

市営住宅除却・建設工事 
利用開始 

除却 
多世代交流拠点

へ機能移転 

跡地活用へ 

跡地活用へ 

旭第二団地での建替工事（100 戸） 

市営住宅除却・ 

建設工事 

和泉第一団地での建替工事（280 戸） 

市営住宅 

除却 

都市公園整備 

上記以外の建替対象団地の入居者は、市営住宅①～③ 

（建替住宅）に空き住戸が発生し次第、順次住替え。 

市営住宅①～③へ住替え完了した団地は順次跡地活用を進める 

第１期で入居対象となっ

た団地は除却し、都市公

園用地や第２期の建替用

地として活用 

市営住宅第一期  

市営住宅第三期 

市営住宅第二期 

準備期間 設計・建設工事 
供用開始 

都市公園（第２期） 

供用開始 準備期間 

市営住宅除却・ 

設計・建設工事 

跡地活用へ 

第２期で入居対象となった団

地は除却し、都市公園用地

や第３期の建替用地として活

用するほか、跡地の貸付・売

却による跡地活用を行う 

都市公園（第１期） 

旭公園での建替工事（170 戸） 

供用開始 

  市営住宅除却・跡地整備 

市営住宅除却 
跡地活用へ 

開校 
準備期間 設計・建設工事 

学校除却 
跡地活用へ 

ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定 

市営住宅跡地などを活用して、 

北部総合福祉会館、和泉診療所

をこの期間に整備 
跡地活用へ 

幸幼稚園跡地 

あさひ保育園跡地 

入居対象 

和泉第一（全て）・幸（33～35棟）の入居者 

市営住宅除却・跡地整備 

入居対象 

丸笠・伯太・王子第一・幸（33～35以外）・ 

幸第二（49棟）・旭第一（23棟）・ 

旭第二（6～11棟）、王子第二（5棟） 

の入居者 

都市公園整備 

入居対象 

幸第二（41～43、50棟）・ 

旭第一（19～22、24～27

棟）の入居者 

跡地活用へ 
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